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紙面で友好を深めよう！ Part5

７つある安曇野市の国内友好 （交流） 都市。 それぞれの友好 （交流） 都市の職員の皆さんに各自治体の魅力を

紹介してもらいます。　　　　　　　　　　　　　　　問政策経営課都市交流係　（471・2402　671・5155）

■武蔵野市との友好の歴史■
武蔵野市との交流は、当時の武蔵野市関係者が旧豊科町出身であったことが縁で

始まり、昭和 62 年 11 月３日に旧豊科町と姉妹都市盟約を、平成８年７月 27 日に
は災害相互援助協定を結びました。平成 19 年２月５日には、安曇野市として友好
都市提携を結び直し、武蔵野桜まつり、むさしの青空市、市民交流ツアーやスポー
ツ交流など幅広い交流を行っています。 市民交流ツアーで

わさび田を訪れる武蔵野市民

暮らしやすいまち、住んでみたいまち　武蔵野市

東京都 武
む さ し の し

蔵野市
▶市　　長　松下　玲子
▶所 在 地　東京都武蔵野市緑町 2丁目 2番 28 号
▶人口・世帯数　147,662 人・77,896 世帯（12 月１日現在）
▶面　　積　10.98 平方キロメートル
▶特 産 品　東京うど
▶観光名所　吉祥寺・井の頭自然文化園

おススメ観光スポット　

井の頭恩賜公園の一角にある、井の頭自然文化園。ここでは、小動物・
水生生物の観察やモルモットとの触れ合い体験ができるほか、園内部の
彫刻園では長崎の「平和祈念像」の作者である故北村西望氏のアトリエ
や「平和祈念像」の原型などの展示を鑑賞することができます。

ニホンリスが放し飼いされている「リスの小
こ み ち

径」では、間近でリスがク
ルミを割っている姿を見ることができるかも⁈春になると、サルやカピバラ
などの動物と一緒に満開の桜のもとでお花見を楽しめますよ♪

交流事業

隔年で武蔵野市と安曇野市を行き来する市民交流ツアーを実施してい
ます。前回の市民交流ツアーでは、安曇野市の親子20 人が武蔵野市を
訪れ、友好都市のアンテナショップでリンゴの販売体験や吉祥寺の街散
策、市長・議長との交流会を行いました。参加した方からは「街がとても賑
やかだった」、「販売体験で子どもの新しい一面が見られてよかった」といっ
た感想が寄せられました。両市の魅力を再発見・再認識できるこの市民交
流ツアーは、市民同士が心を通わせ、絆を深める機会にもなっています。

安曇野市の素敵なところ & 武蔵野市のココが自慢☆ を紹介！

【安曇野市の素敵なところ】交流事業で伺うたびに、安曇野市の豊か
な自然ときれいな空気に癒され、心奪われます。市民交流ツアーの
参加者からは「美しい自然に感動した」、「人がとても親切」、「お蕎
麦やわさびなど食べ物が本当においしい」といった声が多く聞かれ、
安曇野市ファンが年々増えています！
【武蔵野市のココが自慢☆】東京都のほぼ中央に位置する武蔵野市は、
緑豊かな住宅街から賑わいのある駅周辺エリアまで、小さな市域の
中に多様な個性がギッシリと詰まった自治体です。面積は安曇野市
の約 30 分の１で、一日あれば歩いて市内一周ができますよ！ぜひ武
蔵野市の個性豊かな街並みを散策しに、遊びに来てくださいね♪武蔵野市多文化共生・交流課

黄　純雅さん　　安西　美穂さん
（安曇野ガラスのオブジェの前で）

自然と文化の調和「井の頭自然文化園」

安曇野市と武蔵野市をつなぐ「市民交流ツアー」

井の頭自然文化園「リスの小
こ み ち

径」

安曇野市の小学生による販売体験

子どもたちに地域の歴史や芸術に興味関心を持って
もらうことを目的に、美術館等の作品や資料を学校で
展示・解説する「あづみの学校ミュージアム」が穂高
北小学校と豊科南小学校で行われました。本年は、市
内６つの美術館・博物館に加え、市外の記念館や現代
作家にも参加いただきました。児童たちは作品に触れ
たりしながら、興味深げに解説に耳を傾けていました。
江澤拓磨さんと江藤花穂乃さん（穂高北小３年）は「い
ろんな作品を見ることができたし、どの作品もすごい
工夫がされていた」「どれもきれいで細かくて感動し
た」と話してくれました。

新日本フィルハーモニー交響楽団で 30 年にわ
たり首席オーボエ奏者を務めた古部賢一さんと、
作曲家でピアニストの加藤昌則さんによるコン
サートが豊科公民館ホールで開かれました。この
公演は、音楽を楽しむ風土を地域で育むことを目
指す、三井住友海上文化財団の助成により行わ
れ、約 200 人の観客は一流の奏者が紡ぎ出す美し
い音色に聞き入っていました。オーボエの音色が
好きで聴きに来たという西谷剛史さん（穂高）は、

「２人の素敵な演奏だけでなく、軽快なトークで
音楽の知識も自然に入ってきた。期待以上のコン
サートでした」と話してくれました。

12/3～9　あづみの学校ミュージアム

12/6	 三井住友海上文化財団ときめくひととき第 883 回
	 古部賢一オーボエ・リサイタル

見て・触れて 芸術文化の心育む

会場を包む やわらかな音色にときめく

安曇野市産カラマツ材で製作されたプランターカバ
ー 23 基が、友好都市・東京都江戸川区の役所前に設
置されています。（公財）えどがわ環境財団より「安
曇野の木材をぜひ使いたい」と製作依頼があり実現し
たもので、「信州あづみの」と焼き印を押したプラン
ターが、江戸川区へ届けられました。11 月 15 日には、
ボランティアの皆さんによる花の寄せ植えが行われま
した。安曇野市産材で製作されたことを記したプレー
トも設置され、色鮮やかな花々とともに来庁者を迎え
ています。江戸川区の担当者からは、「景観が美しく
なった」と区民から喜びの声が寄せられていると、嬉
しい報告もいただいています。

里山材　友好都市の街を彩る
11/9　プランターカバー 23基を江戸川区へ

ライブペイントをする作家　OZ- 尾頭 - 山口佳祐さん


